
2023 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：事業所内加工場

実施日程：令和４年９月から１２月

実施した生産活動：地元りんご農園で栽培されたりんごの加工

及び包装（ドライフルーツ・ジャム）。

同事業所の販売所でも販売

利用者人数：A型１名

＜目的＞ 地域課題である農産物（B品）の有効利用や

農福連携、SDGｓ、フードロスを解決する

食品加工場を運営する福祉事業所と農家のマッチング

地域にとって農産物を余すことなく利用し加工。加工商品は

付加価値がつき市場へ。事業所においては継続した仕事の

提供、加工で得れる対価が工賃、給与となる

＜成果＞

りんごを約250Kgりんごチップ、リンゴジャムへ加工

地元農家様と連携し加工、商品を製造できた

課題点として農産物の状況に対し均一な商品を製造すること

りんごの傷んだ箇所を除去

しスライス。乾燥させた商

品は丁寧に袋詰めしラベル

貼付け納品

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 水間ワークス

住　所 奈良市水間町3020-3

2910100805

堀田　典彰

令和４年度電話番号 0742-81-0864

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 窪田りんご園 担当者名 窪田　弘

結果に対する評価…生果として売れないりんごが商品ロスに繋がった。加工することで加工品として販売

できることにより、生果のみの短期販売だけでなく中長期的販売ができるようになり商品レパートリーが

増えた。

連携強化の課題…加工だけでなく販売先が増えれば納品させていただくりんごも増え更に水間ワークス様の

加工作業も増え、お互い利益になると思います。また現在ジャム、チップスを作って頂いているが他にも

できるものがあればして頂きたい。特に摘果したときにでる青りんごを加工できればとても有難いです。

別 紙 ●


